
 「九州の未来力２０３０」第４回会合の概要 

 

１．開催日時：平成２６年９月１７日(木)１４時００分～１６時００分 

 

２．開催場所：福岡財務支局 会議室 

  テ ー マ：「観光を九州の基幹産業に ～活力ある九州に向けて～」 

       

３．議事概要 

 ⑴ 報告 

   「福岡財務支局管内の最近の経済情勢及び 

我が国の経済・財政の現状・課題等」（福岡財務支局長 長谷川 靖） 

 

 ⑵ プレゼンテーション 

    「観光を九州の基幹産業に ～活力ある九州に向けて～」 

（一般社団法人 九州観光推進機構 石原会長）  

 

 ＜要旨＞ 

  九州（我が国）の課題（人口減少・少子高齢化・財政赤字など）の解決には経

済成長が不可欠であり、裾野の広さや、国際観光市場の拡大の見通しから、観光

業は、きわめて有望な産業と考えられる。 

  2005 年に九州７県と経済団体との官民連携で誕生した九州観光推進機構にお

いても、今年４月、一般社団法人化により態勢を強化したうえで、これからの

10 年を「観光産業を九州の基幹産業とする 10 年」と位置付け「第二期九州観光

戦略」を策定し、特に、2023 年には訪日インバウンドを 440 万人まで増加させ

ることを目標にしている。 

  具体的には、機構と九州 7 県が一体となって、「Ⅰ．九州のブランドイメージ

（温泉を中心に、自然や食など様々な楽しみがコンパクトに味わえる九州）、Ⅱ．

観光インフラの整備、Ⅲ．九州への来訪促進、Ⅳ,来訪者の滞在＆消費促進」を

４本の骨子に掲げ、空港整備、訪日ビザ緩和、情報インフラの整備（特にＷｉ－

Ｆｉ）、観光人材育成、広報戦略などに、国や経済界と協同して取り組んでいる

ところである。 

 

 ⑶ 意見交換（メンバーからの主な意見。一部、複数人の意見を集約） 

 

・  行政主体による縦割り等の弊害をなくすためには、機構自体が、自ら稼ぐ

ための具体策を考えれば、自ずと九州全体を WINWIN の関係にする戦略的な

観光政策を推進できるし、また、それが出来るのは機構だけではないか。 

・  海外の旅行者が信頼して利用できる宿泊施設、個人ツアー向けのレンタカ

ーや交通機関の乗り換え情報などが不足しているほか、通訳案内士の育成が



課題ではないか。また、国内の長期休暇の取り組みについて、取得の義務化

や平準化など計画的に取得できる仕組みづくりも必要ではないか。 

・  海外の観光地では、大自然を生かした景観のほか、街ぐるみの企画やイベ

ントがあり、長期滞在しても飽きさせないおもてなしがある。 

・  観光は消費でもあり、買いたくなるモノ、誰かにあげたくなるモノなど、

つまり、モノづくりの底辺には「美しい」という考えが流れていなければな

らないのではないか。 

・  日本国内の成功事例をみると、海外の旅行者の目線で地域の良いところを

見出している点が共通しており、地理的に優位性を持つ九州はアジアのニー

ズを取り込むことがポイントではないか。 

・  東京オリンピックに向け、九州 7県が、温泉や自然・食を競い合うお祭り

を開催するなどして来訪者を九州に呼び込めないだろうか。そのためには、

人材育成や情報発信という課題に取り組むことが必要ではないか。 

・  海外の旅行者は、日本の文化・風習に触れたいと考えており、季節感とい

うのは、日本の大きな強みではないか。 

・  九州独特の特区ガイド（地域活性化総合特別区域通訳案内士）という制度

の推進も重要ではないか。また、日本の文化に興味を持ってきてもらうとい

う観点では、幅広い国からの観光客を呼び込む施策も必要ではないか。 

・  各県は、機構への意識を高め、機構もそれに応える必要があるのではない

か。また、ナイトライフとして九州に拠点のある文化・芸能を鑑賞できる施

設の設置やおもてなしなど口コミで広がるような地域での取組みも必要で

はないか。 

・  九経連においても、改めて観光委員会を設立し、機構と連携して取り組み、

今回、上海で機構と現地の旅行会社でＭＯＵ（覚書）を締結したところであ

り、今後は旅行会社に対して、きめ細かい情報提供などが必要ではないか。 

・  九州の魅力（生活や文化）を単なる観光地という場所のみではなく、「九

州に行ったらこれが出来る」ということも発信する必要があるのではないか。 

・  観光を産業とするためには、個々の企業の力と地域のネットワークが大切

であり、かつ、通年で観光客を呼び込めるような工夫が必要ではないか。 

・  無線ＬＡＮ環境、インフォメーションセンターのマークの統一、クレジッ

トカードのＡＴＭ利用など外国人観光客が「困っていること」から、まず対

応することも大切ではないか。 

・  日本の四季折々の料理やお祭りを中心としたイベントに文化や歴史を結び

付けストーリー性を持たせて海外に紹介すれば、リピーターにも繋がるので

はないか。 

 

４．次回会合 

  日 時 ： 平成２６年１１月１４日(金) 

テーマ ： 「九州出島構想」（仮称） 

以上 


